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禅
　
林

＊
各
タ
イ
ト
ル
の
上
の
略
号
一
覧



禅
　
林

監
修
／
鎌
田
茂
雄
　
櫻
井
秀
雄
　
西
村
惠
信
　
編
著
／
竹
村
牧
男

中
尾
良
信

②
禅
語
録
傍
訳
全
書
　
第
二
巻

趙
州
録
・
洞
山
録

三
巻
セ
ッ
ト

A
5
判
　
上
製
函
入
　
四
六
、
七
二
五
円
〔
四
四
、
五
〇
〇
＋
税
二
、
二
二
五
〕
四
五
六
頁

書 監
修
／
鎌
田
茂
雄
　
櫻
井
秀
雄
　
西
村
惠
信
　
編
著
／
沖
本
克
己

①
禅
語
録
傍
訳
全
書
　
第
一
巻

臨
済
録

A
5
判
　
上
製
函
入
　
一
三
、
一
二
五
円
〔
一
二
、
五
〇
〇
＋
税
六
二
五
〕
三
五
二
頁

書

東
西
気
鋭
の
監
修
・
執
筆
陣
で
難
解
と
い
わ
れ
る
禅
語
録
を
「
傍
訳
」
方

式
で
編
集
。
総
ル
ビ
・
脚
注
・
解
説
を
網
羅
し
た
精
緻
な
紙
面
構
成
で
、

語
録
の
理
解
を
超
え
る
部
分
の
会
得
を
目
指
す
。
臨
済
義
玄
禅
師
の
法
語

を
弟
子
の
三
聖
彗
然
が
集
め
た
も
の
。
語
録
と
勘
弁
（
点
検
）
に
分
け
、

語
録
中
に
は
臨
済
の
四
喝
、
四
濱
主
な
ど
が
収
め
ら
れ
、
勘
弁
に
は
商
量
、

勘
破
の
こ
と
ば
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
臨
済
の
最
高
の
宗
典
。

各
語
録
の
「
垂
示
」「
示
衆
」「
本
則
」「
著
語
」「
頌
」
の
す
べ
て
を
傍

訳
と
い
う
編
集
方
法
で
開
顕
。
◎
洞
山
録
　
宜
黙
玄
契
の
編
。
洞
山
大

師
の
初
発
心
以
来
六
三
年
間
の
語
要
、
お
よ
び
、
宝
鏡
三
昧
、
玄
中
銘

な
ど
を
収
め
る
。
◎
趙
州
録
　
趙
州
従J

が
、
行
脚
の
僧
に
修
道
に
は
何

も
の
に
も
と
ら
わ
れ
ず
、
脚
下
照
顧
と
い
っ
た
用
心
を
示
し
た
公
案
集
。

88405-059-288405-060-6

注文番号 B-171注文番号 B-172

135―仏教総合― ―禅林― 134

監
修
／
鎌
田
茂
雄
　
櫻
井
秀
雄
　
西
村
惠
信
　
編
集
代
表
／
中
尾
良
信
　
編
著
／
鈴
木
省
訓
　
仙
石
景
章

④
禅
語
録
傍
訳
全
書
　
第
十
三
巻

洞
山
録
Ⅱ

三
巻
セ
ッ
ト

A
5
判
　
上
製
函
入
　
三
巻
セ
ッ
ト
価
格
　
二
四
六
頁

書

「
洞
山
録
」
は
「
洞
山
悟
本
大
師
語
録
」
と
い
い
、
洞
山
良
价
（
八
〇

七
〜
八
六
九
）の
こ
と
ば
を
禅
宗
燈
史
な
ど
か
ら
集
め
た
語
録
で
あ
る
。

洞
山
は
悟
本
大
師
と
諡
さ
れ
、
曹
洞
宗
の
高
祖
と
仰
が
れ
る
。
偈
頌
に

巧
み
で
、
と
く
に
「
洞
山
録
」
の
中
の
「
宝
鏡
三
昧
歌
」
は
、
曹
洞
宗

寺
院
の
朝
の
勤
行
で
読
誦
さ
れ
る
。
本
巻
に
よ
っ
て
「
洞
山
録
」
一
二

〇
則
す
べ
て
を
網
羅
す
る
。
好
評
の
傍
訳
シ
リ
ー
ズ
。

88405-140-8

監
修
／
鎌
田
茂
雄
　
櫻
井
秀
雄
　
西
村
惠
信
　
編
著
／
竹
村
牧
男

③
禅
語
録
傍
訳
全
書
　
第
十
巻

趙
州
録
Ⅱ

三
巻
セ
ッ
ト

A
5
判
　
上
製
函
入
　
三
巻
セ
ッ
ト
価
格
　
五
二
〇
頁

書

禅
語
録
傍
訳
全
書
　
第
二
巻
の
未
収
録
部
分
を
補
足
す
る
た
め
に
刊

行
。
禅
師
の
大
寺
院
住
職
の
事
績
の
顕
彰
を
目
的
と
し
た
、
形
式
的
に

整
っ
た
定
型
の
語
録
と
は
違
い
、
趙
州
の
日
頃
の
接
化
の
中
で
の
こ
と

ば
の
羅
列
で
あ
る
『
趙
州
録
』。
そ
の
一
つ
一
つ
に
「
唸
る
し
か
な
い

趙
州
の
禅
の
骨
髄
・
眼
精
」
が
込
め
ら
れ
た
三
三
一
則
を
収
録
。

88405-139-4

注文番号 B-340注文番号 B-390

品
切

品
切

┃
書
籍
┃



禅
　
林

監
修
／
鎌
田
茂
雄
　
櫻
井
秀
雄
　
西
村
惠
信
　
編
著
／
石
井
修
道

⑨
禅
語
録
傍
訳
全
書
　
第
十
一
巻

従
容
録
Ⅱ

三
巻
セ
ッ
ト

A
5
判
　
上
製
函
入
　
三
巻
セ
ッ
ト
価
格
　
三
八
四
頁

書

「
碧
巌
録
」
が
禅
門
全
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
従
容
録
」

は
専
ら
曹
洞
宗
に
用
い
ら
れ
、
曹
洞
禅
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
特

徴
が
あ
る
。
本
巻
は
第
三
十
六
則
馬
師
不
安
か
ら
第
七
十
則
進
山
問
性

を
収
録
す
る
。
好
評
の
傍
訳
方
式
と
、
原
文
、
総
ル
ビ
、
語
註
、
解
説

で
構
成
。

88405-141-6

注文番号 B-378

137―仏教総合―

監
修
／
鎌
田
茂
雄
　
櫻
井
秀
雄
　
西
村
惠
信
　
編
著
／
粟
谷
良
道
　

⑫
禅
語
録
傍
訳
全
書
　
第
八
巻

正
法
眼
蔵
三
百
則
二
　

三
巻
セ
ッ
ト

A
5
判
　
上
製
函
入
　
三
巻
セ
ッ
ト
価
格
　
二
八
八
頁

二
刷

書

本
書
は
、
祖
師
た
ち
の
公
案
三
百
則
を
取
り
上
げ
紹
介
し
て
い
る
だ
け

で
あ
り
、
特
に
個
々
の
公
案
に
対
す
る
道
元
の
解
釈
は
示
さ
れ
て
は
い

な
い
。
と
は
い
え
、
道
元
の
仏
法
を
形
成
し
て
い
る
基
本
的
な
視
座
を

表
し
た
書
で
あ
り
、
道
元
の
仏
法
を
理
解
す
る
上
で
は
重
要
な
書
で
あ

る
。

88405-066-5

監
修
／
鎌
田
茂
雄
　
櫻
井
秀
雄
　
西
村
惠
信
　
編
著
／
粟
谷
良
道
　

⑪
禅
語
録
傍
訳
全
書
　
第
七
巻

正
法
眼
蔵
三
百
則
一
　

三
巻
セ
ッ
ト

A
5
判
　
上
製
函
入
　
三
九
、
三
七
五
円
〔
三
七
、
五
〇
〇
＋
税
一
、
八
七
五
〕
三
〇
二
頁

二
刷

書 監
修
／
鎌
田
茂
雄
　
櫻
井
秀
雄
　
西
村
惠
信
　
編
著
／
石
井
修
道

⑧
禅
語
録
傍
訳
全
書
　
第
六
巻

従
容
録

三
巻
セ
ッ
ト

A
5
判
　
上
製
函
入
　
四
六
、
七
二
五
円
〔
四
四
、
五
〇
〇
＋
税
二
、
二
二
五
〕
三
五
二
頁

書 監
修
／
鎌
田
茂
雄
　
櫻
井
秀
雄
　
西
村
惠
信
　
編
著
／
西
村
惠
信

⑦
禅
語
録
傍
訳
全
書
　
第
五
巻

無
門
関

A
5
判
　
上
製
函
入
　
一
三
、
一
二
五
円
〔
一
二
、
五
〇
〇
＋
税
六
二
五
〕
三
二
〇
頁

書

無
門
慧
開
が
編
集
し
た
公
案
集
。
禅
門
で
珍
重
さ
れ
て
い
る
も
の
の
ひ

と
つ
が
こ
の
書
。
禅
問
答
「
公
案
」
と
い
う
、
こ
と
ば
と
こ
と
ば
を
超

え
た
葛
藤
を
傍
訳
、
ル
ビ
付
き
、
現
代
語
訳
で
わ
か
り
や
す
く
開
示
す

る
。
内
容
構
成
は
、
習
庵
序
、
禅
箴
、
黄
竜
三
関
、
孟A

跋
、
安
晩
跋
、

第
四
十
九
則
語
。
実
参
実
究
の
た
め
の
問
題
集
。

宏
智
正
覚
が
古
徳
の
妙
則
百
則
を
集
め
て
頌
を
付
け
た
「
宏
智
頌
古
」

に
万
松
行
秀
が
「
示
衆
・
本
則
へ
の
著
語
、
頌
へ
の
著
語
評
唱
」
を
付

け
た
も
の
。『
碧
巌
録
』
と
共
に
禅
林
に
お
い
て
並
び
称
さ
れ
る
好
一
対

を
な
す
良
書
。
た
だ
し
、『
碧
巌
録
』
が
禅
門
全
般
に
用
い
ら
れ
る
の
に

対
し
、『
従
容
録
』
は
専
ら
曹
洞
宗
に
用
い
ら
れ
、
曹
洞
禅
を
明
ら
か
に

す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

『
正
法
眼
蔵
三
百
則
』
は
、
も
と
も
と
『
正
法
眼
蔵
』
と
言
わ
れ
る
著

書
で
あ
り
、
三
百
則
の
公
案
が
収
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
三
百
則

を
付
し
て
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
三
百
則
の
公
案
を
漏
ら
さ
ず
収
録
。

東
西
気
鋭
の
監
修
・
執
筆
陣
に
よ
り
「
傍
訳
」
と
い
う
独
自
の
手
法
を

駆
使
し
、
公
案
を
読
み
解
く
。

88405-063-088405-064-988405-065-7

注文番号 B-175注文番号 B-176注文番号 B-177注文番号 B-178

―禅林― 136

監
修
／
鎌
田
茂
雄
　
櫻
井
秀
雄
　
西
村
惠
信
　
編
著
／
安
永
祖
堂

⑥
禅
語
録
傍
訳
全
書
　
第
四
巻

碧
巖
録
下

二
巻
セ
ッ
ト

A
5
判
　
上
製
函
入
　
二
巻
セ
ッ
ト
価
格
　
五
一
八
頁

書

参
禅
と
は
『
碧
巌
録
』
を
読
む
こ
と
で
あ
る
と
、
言
わ
し
め
る
ほ
ど
に

禅
門
に
と
っ
て
は
、
重
要
な
書
。「
頌
」「
垂
示
」「
公
案
」「
著
語
」「
評

唱
」
と
展
開
さ
れ
る
禅
問
答
の
流
れ
を
、「
傍
訳
」
と
い
う
独
自
の
編
集

方
式
で
、
わ
か
り
や
す
く
現
代
に
開
顕
。
現
代
語
訳
に
よ
り
、
即
座
に

理
解
感
得
が
で
き
、
納
得
の
い
く
味
わ
い
方
が
で
き
る
。

88405-062-2

監
修
／
鎌
田
茂
雄
　
櫻
井
秀
雄
　
西
村
惠
信
　
編
著
／
安
永
祖
堂

⑤
禅
語
録
傍
訳
全
書
　
第
三
巻

碧
巖
録
上

二
巻
セ
ッ
ト

A
5
判
　
上
製
函
入
　
二
六
、
二
五
〇
円
〔
二
五
、
〇
〇
〇
＋
税
一
、
二
五
〇
〕
四
九
六
頁

書

禅
問
答
の
中
の
三
種
の
「
著
語
」（
古
人
の
発
言
に
同
意
、
全
面
否
定
、

否
定
し
て
い
る
よ
う
で
敬
意
を
表
す
）
に
は
、
そ
れ
が
誰
に
発
し
て
い

る
か
、
そ
れ
を
読
み
取
る
妙
味
が
あ
る
。
傍
訳
、
現
代
語
訳
で
わ
か
り

や
す
い
。
上
巻
は
全
百
則
の
う
ち
五
十
則
ま
で
を
収
録
。
構
成
は
「
垂

示
」「
本
則
」「
著
語
」「
頌
」「
評
唱
」（
本
書
で
は
評
唱
は
省
略
）。

88405-061-4

注文番号 B-173注文番号 B-174

監
修
／
鎌
田
茂
雄
　
櫻
井
秀
雄
　
西
村
惠
信
　
編
著
／
石
井
修
道

⑩
禅
語
録
傍
訳
全
書
　
第
十
二
巻

従
容
録
Ⅲ

三
巻
セ
ッ
ト

A
5
判
　
上
製
函
入
　
三
巻
セ
ッ
ト
価
格
　
三
三
六
頁

書

「
雪
竇
頌
古
百
則
」
に
圜
悟
克
勤
が
、
垂
示
や
著
語
や
評
唱
を
加
え
た

「
碧
巌
録
」
に
倣
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
。「
碧
巌
録
」
が
臨
済
宗
の
根

本
聖
典
と
さ
れ
る
の
に
対
し
「
従
容
録
」
は
曹
洞
宗
の
根
本
聖
典
と
呼

ば
れ
る
。
書
き
下
し
文
か
ら
目
を
離
さ
ず
と
も
文
節
に
対
応
し
た
現
代

語
訳
が
わ
か
る
好
評
の
傍
訳
シ
リ
ー
ズ
。

88405-142-4

注文番号 B-404

品
切

品
切

┃
書
籍
┃



禅
　
林

編
著
／
清
水o

道

禅
林
香
語
名
作
聚
成
下

二
巻
セ
ッ
ト

B
5
判
　
上
製
　
二
巻
セ
ッ
ト
価
格
　
四
四
二
頁

書 編
著
／
清
水o

道

禅
林
香
語
名
作
聚
成
上

二
巻
セ
ッ
ト

B
5
判
　
上
製
　
三
七
、
八
〇
〇
円
〔
三
六
、
〇
〇
〇
＋
税
一
、
八
〇
〇
〕
四
六
六
頁

書

禅
林
の
法
式
に
用
い
ら
れ
る
多
種
多
様
な
香
語
と
し
て
の
頌
文
疏
語
諸

類
を
あ
ま
ね
く
網
羅
。
古
今
の
禅
語
録
か
ら
渉
猟
し
て
引
導
法
語
・
宣

疏
・
祭
文
・
賀
偈
等
を
精
粋
選
択
。
晋
山
開
堂
、
葬
儀
、
秉
炬
恒
規
法

要
等
、
禅
門
一
切
の
法
式
に
臨
み
、
縦
横
無
尽
に
活
用
で
き
る
。
内
容

構
成
は
、
偈
頌
文
疏
作
法
／
在
家
門
／
出
家
門
。

漢
文
に
親
し
む
機
会
の
少
な
く
な
っ
た
現
代
に
お
い
て
も
、
で
き
る
だ

け
平
易
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
編
集
。
香
語
の
漢
字
に
は
す
べ
て
読
み

仮
名
を
付
す
。
ま
た
、
季
節
・
性
別
・
世
代
等
に
チ
ャ
ー
ト
化
さ
れ
て

い
る
の
で
、
故
人
に
相
応
し
い
引
導
香
語
、
仏
事
香
語
を
す
ぐ
に
活
用

で
き
る
。
内
容
構
成
は
、
法
要
門
／
上
堂
門
／
雑
纂
門
／
遺
偈
／
香
語

作
法
。

88405-100-988405-104-1

注文番号 B-182*注文番号 B-183*

139―仏教総合―

編
著
／
清
水o

道

禅
林
香
語
文
例
総
鑑

B
5
判
　
上
製
　
一
八
、
九
〇
〇
円
〔
一
八
、
〇
〇
〇
＋
税
九
〇
〇
〕
五
五
二
頁

書

『
禅
林
香
語
基
礎
講
座
』
の
応
用
編
と
も
い
う
べ
き
書
。
内
容
は
香
語

の
法
則
、
晋
山
開
堂
、
葬
儀
、
仏
事
、
一
般
の
香
語
な
ど
拈
香
法
語
概

説
、
代
表
的
な
香
語
の
解
説
と
応
用
、
近
世
の
偈
頌
お
よ
び
漢
詩
に
つ

い
て
掲
載
。
引
導
法
語
と
奠
茶
法
語
を
中
心
に
し
た
近
作
の
実
例
な
ど

を
網
羅
。

88405-021-5

編
著
／
清
水o

道

禅
林
香
語
基
礎
講
座

B
5
判
　
上
製
　
一
八
、
〇
〇
〇
円
〔
一
七
、
一
四
三
＋
税
八
五
七
〕
五
四
二
頁

書 監
修
／
中
野
東
禅
　
編
集
／
禅
語
録
傍
訳
全
書
総
索
引
編
纂
委
員
会

⑭
禅
語
録
傍
訳
全
書

総
索
引

A
5
判
　
並
製
　
六
、
〇
九
〇
円
〔
五
、
八
〇
〇
＋
税
二
九
〇
〕
二
六
〇
頁

書

禅
語
録
傍
訳
全
書
全
十
三
巻
（
臨
済
録
・
趙
州
録
・
洞
山
録
・
碧
巌

録
・
無
門
関
・
従
容
録
・
正
法
眼
蔵
三
百
則
）
を
索
引
化
。
公
案
の
掲

出
場
所
な
ど
を
調
べ
る
の
に
役
立
つ
。
①
公
案
名
に
よ
る
索
引
、
②
人

物
名
に
よ
る
索
引
、
③
難
語
・
名
言
索
引
を
中
心
に
集
録
し
、
修
学
の

便
を
図
る
。

香
語
の
作
成
に
お
い
て
、
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
を
網
羅
し
た
三
部
構
成

で
、
一
部
が
香
語
を
作
る
基
礎
、
二
部
は
漢
詩
、
詩
偈
・
偈
頌
の
鑑
賞

と
応
用
、
三
部
は
禅
林
香
語
の
実
際
と
し
て
の
歴
代
禅
師
、
高
徳
の
引

導
法
語
な
ど
か
ら
な
る
。
主
な
内
容
構
成
は
、
第
一
部
　
香
語
を
作
る

ま
で
／
第
二
部
　
漢
詩
お
よ
び
詩
偈
・
偈
頌
の
鑑
賞
と
応
用
／
第
三
部

禅
林
香
語
の
実
際
、
引
導
法
語
、
そ
の
他
の
法
語
、
語
録
概
説
な
ど
。

88405-245-5915894-92-4

注文番号 B-435注文番号 B-180注文番号 B-181
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監
修
／
鎌
田
茂
雄
　
櫻
井
秀
雄
　
西
村
惠
信
　
編
著
／
粟
谷
良
道
　

⑬
禅
語
録
傍
訳
全
書
　
第
九
巻

正
法
眼
蔵
三
百
則
三
　

三
巻
セ
ッ
ト

A
5
判
　
上
製
函
入
　
三
巻
セ
ッ
ト
価
格
　
二
八
八
頁

二
刷

書

道
元
禅
師
撰
の
和
文
『
正
法
眼
蔵
』
に
対
し
て
、
漢
文
で
書
か
れ
た
も

の
で
、『
真
字
正
法
眼
蔵
』
と
い
わ
れ
て
い
る
三
百
則
の
公
案
集
。
道

元
が
学
ん
だ
仏
法
、
道
元
が
自
ら
仏
法
参
学
に
必
要
だ
と
考
え
た
三
百

則
の
公
案
を
全
則
収
録
。

88405-067-3

注文番号 B-179

監
修
／
西
村
惠
信
　
田
中
良
昭
　
編
著
／
中
島
志
郎

第
三
期
　
禅
語
録
傍
訳
全
書
　
第
二
巻

六
祖
壇
経

A
5
判
　
上
製
函
入
　
一
六
、
八
〇
〇
円
〔
一
六
、
〇
〇
〇
＋
税
八
〇
〇
〕
三
五
六
頁

書

『
六
祖
壇
経
』
は
、
禅
林
で
は
『
壇
経
』
と
も
呼
び
習
わ
す
。
六
祖
恵

能
の
韶
州
大
梵
寺
に
お
け
る
説
法
を
弟
子
の
法
海
が
集
録
し
た
一
巻
本

で
、
頓
悟
と
見
性
に
つ
い
て
懇
切
に
説
示
し
た
も
の
。
本
書
は
、
敦
煌

本
に
基
づ
く
新
訳
で
あ
る
。『
六
祖
壇
経
』
の
現
代
語
訳
に
は
、
す
で

に
中
川
孝
訳
、
柳
田
聖
山
訳
が
あ
る
が
、
本
書
は
新
し
い
研
究
の
成
果

を
語
註
に
盛
り
込
ん
だ
、
新
世
代
の
た
め
の
『
六
祖
壇
経
』
で
あ
る
。

88405-361-3

注文番号 B-596

監
修
／
西
村
惠
信
　
田
中
良
昭
　
編
著
／
中
尾
良
信
　
尾
崎
正
善
　
晴
山
俊
英

第
三
期
　
禅
語
録
傍
訳
全
書
　
第
三
巻

禅
苑
清
規
Ⅰ

三
巻
セ
ッ
ト

A
5
判
　
上
製
函
入
　
五
〇
、
四
〇
〇
円
〔
四
八
、
〇
〇
〇
＋
税
二
、
四
〇
〇
〕
三
二
四
頁

書

『
禅
苑
清
規
』
は
、
現
存
す
る
清
規
の
な
か
で
最
古
の
も
の
で
あ
る
。

『
永
平
清
規
』
の
源
泉
を
な
す
も
の
と
目
さ
れ
て
い
る
が
、
難
解
さ
も

手
伝
っ
て
こ
れ
ま
で
現
代
語
訳
は
な
か
っ
た
。
内
容
は
、
部
分
の
み
伝

わ
る
「
百
丈
清
規
」
に
則
り
な
が
ら
、
禅
院
の
行
事
、
制
度
等
に
つ
い

て
七
十
七
項
に
わ
た
っ
て
詳
述
し
て
い
る
。
原
著
の
全
十
巻
の
う
ち
、

本
書
で
は
、「
序
か
ら
第
二
巻
ま
で
」
を
収
め
て
い
る
。

88405-362-1

注文番号 B-597

┃
書
籍
┃
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監
修
／
福
富
雪
底
　
田
中
一
義
　
著
／
寺
山
旦
中

禅
林
墨
跡
の
書
き
方
・
読
み
方
実
践
講
座

B
5
判
　
上
製
　
一
五
、七
五
〇
円
〔
一
五
、〇
〇
〇
＋
税
七
五
〇
〕
三
一
四
頁

書

墨
跡
と
は
「
禅
」
が
表
出
さ
れ
た
書
。
書
か
ら
先
哲
の
禅
的
境
涯
を
読

み
と
り
自
ら
も
書
を
用
い
る
た
め
に
図
版
を
多
活
し
、
く
ず
し
字
の
読

み
方
、
書
き
方
、
中
国
、
日
本
の
墨
跡
鑑
賞
ま
で
斯
界
第
一
人
者
が
詳

し
く
解
説
し
た
実
践
講
座
。
内
容
構
成
は
、
■
書
き
方
・
禅
林
墨
跡
と

は
何
か
／
心
構
え
／
基
本
実
践
。
■
読
み
方
・
墨
跡
を
読
み
解
く
／
墨

跡
鑑
賞
／
ほ
か

88405-301-Ｘ

監
修
／
松
原
泰
道
　
中
野
東
禅

法
句
経
禅
林
法
話
集
成

B
5
判
　
上
製
　
一
八
、
九
〇
〇
円
〔
一
八
、
〇
〇
〇
＋
税
九
〇
〇
〕
三
八
八
頁

書

『
法
句
経
』
か
ら
禅
林
珠
玉
を
抽
出
し
法
話
を
展
開
。
話
す
側
の
立
場

に
立
っ
て
キ
ー
ワ
ー
ド
や
、
内
容
を
簡
単
に
検
索
で
き
る
構
成
。
日
常

生
活
の
知
恵
、
人
生
の
究
極
の
あ
り
方
を
、
檀
信
徒
や
現
代
人
の
関
心

の
あ
る
テ
ー
マ
（
老
い
・
死
・
病
・
欲
・
友
人
等
）
に
沿
っ
て
取
り
上

げ
、
禅
的
な
生
き
方
と
は
何
か
を
明
示
。

88405-129-7

注文番号 B-184注文番号 B-505


